














た授業形態により学びを深めている。平成 14 年度は FS として国内国外合わせ
て 22 科目開講した。その中の一つである「持続可能な地域社会への挑戦」では、
過疎の山村である、山梨県北都留郡小菅村を１泊２日で訪問した。2011 年から
行っている小菅村での FS は、今年で４回目を迎え、男子学生 13 名、女子学生


























































































































長者で 85 歳であり、平均で 45.3 ± 21.7 歳、女性は最年少者で 35 歳、最年長者
で 80 歳であり、平均で 63.7 ± 19.1 歳であった。身長は男性平均として 170.8 ± 5.62
㎝、女性平均として151.6±9.49㎝であった。体重は男性平均として72.5±10.33㎏、
女性平均として 54.1 ± 8.55㎏であった。体脂肪率は男性平均として 20.9 ± 4.43％、
女性平均として 32.5 ± 7.13％であった。皮下脂肪率は男性平均として 13.3 ±
3.28％、女性平均として 24.1 ± 6.38％であった。内臓脂肪レベルは男性平均とし
て 10.7 ± 6.35、女性平均として 7.7 ± 4.42 であった。骨格筋率は男性平均として
33.1 ± 2.77％、女性平均として 23.4 ± 3.99％であった。BMI は男性平均として
25.0 ± 3.99㎏ /㎡、女性平均として 23.7 ± 3.29㎏ /㎡であった。基礎代謝量は男
性平均として 1656.0 ± 163.4kcal、女性平均として 1164.0 ± 124.7kcal であった。
年　　　 　齢 (歳) 45.3 ± 21.7 63.7 ± 19.1
身　　 　　長 (cm) 170.8 ± 5.62 151.6 ± 9.49
体　　 　　重 (kg) 72.5 ± 10.33 54.1 ± 8.55
体 脂 肪 率 (％) 20.9 ± 4.43 32.5 ± 7.13
皮下脂肪率 (％) 13.3 ± 3.28 24.1 ± 6.38
内臓脂肪レベル 10.7 ± 6.35 7.7 ± 4.42
骨 格 筋 率 (％) 33.1 ± 2.77 23.4 ± 3.99
B    M    I 25.0 ± 3.99 23.7 ± 3.29

































































１、ほとんど毎日行う（週３日以上） ２、ときどき行う（週１～２日程度） ３、ときたま行う（月１～２日程度） ４、行わない
（図１）運動・スポーツ実施状況
１、30分未満 ２、30分以上１時間未満 ３、１時間以上２時間未満 ４、２時間以上
（図２）１日の運動・スポーツ実施時間
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は６歳～ 11 歳、12 歳～ 19 歳、20 歳～ 64 歳、65 歳～ 79 歳の年齢別に４つのカ
テゴリーに分かれており、各カテゴリーに応じて測定種目が設定されている。本
測定の被験者は 64 歳以下を対象にしたため、このうち全てのカテゴリーで共通
１、ほとんど毎日行う（週３日以上） ２、ときどき行う（週１～２日程度） ３、ときたま行う（月１～２日程度） ４、行わない
（図１）運動・スポーツ実施状況
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1 2 3 4
（女性）（人） （人）
（人） （人）
１、ほとんど毎日行う（週３日以上） ２、ときどき行う（週１～２日程度） ３、ときたま行う（月１～２日程度） ４、行わない
（図１）運動・スポーツ実施状況
１、30分未満 ２、30分以上１時間未満 ３、１時間以上２時間未満 ４、２時間以上
（図２） 日の運動・スポーツ実施時間






























































































































　小菅村の男性については右 47.1 ± 3.24kg、左 45.7 ± 5.18kg、左右の平均は
46.4 ± 3.94kg であった。また、全国の左右の平均は 46.5 ± 1.79kg であった。
女性については右 32.1 ± 1.27kg、左 27.4 ± 0.21kg、左右の平均は 29.7 ± 0.74kg
であった。また、全国の左右の平均は 29.2 ± 0.07kg であった。
２）上体起こしについて（図７）
　小菅村の男性については 27.4 ± 4.96 回であり、全国の平均は 23.3 ± 3.58 回
であった。女性については 20.5 ± 4.95 回であり、全国の平均は 16.4 ± 0.64 回
であった。
（男性） 
47.1 45.7 46.4 46.5 
    
（女性） 
32.1 
29.7 27.4 29.2 
（図６）小菅村および全国握力の平均値（kg）





　小菅村の男性については 51.7 ± 4.03 回であり、全国の平均は 47.5 ± 4.73




　小菅村の男性については 45.6 ± 8.78cm であり、全国の平均は 41.1 ± 2.60cm




































　小菅村の男性については 219.4 ± 19.97cm であり、全国の平均は 204.4 ±
16.68cm であった。女性については 165.0 ± 14.14cm であり、全国の平均は





梨県の東北東で東京都との都県境に位置する人口 706 人（男性：337 人、女性：
369 人、2014 年 8 月末現在）の小さな村である。村の総面積は、5,265ha（東京
ドーム 1,120 個分）で、そのうちの 95％（約 5,002ha）が森林地帯であり、東京
























































NHK の調査によると、2005 年の日本人の睡眠時間は平均で７時間 22 分であり、
















　Dunstan, D W. らは、オーストラリアで約 8, 000 人の成人を対象とした実験
のうち、１日４時間以上テレビを視聴する者は、１日２時間未満しか視聴しな
いものと比較して、心臓血管疾患の死亡率が２倍以上になっていることを報告
している 11）。また、Stamatakis, E. らは、イギリスにおいて、約 4,500 人を対
象とした実験を行い、テレビ視聴のみならず、DVD 視聴、テレビゲーム、PC
操作などを１日４時間以上の者では、１日２時間未満の者と比較して、心臓血
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